
バーストナー（Fiat第三世代）はドアミラーにウィンカーが付いているので、狭い道などで 
夜間対向車に車幅を知らせるためにドアミラーウィンカーをポジションライト化出来れば 
と思い、Ｗｅｂを検索したらウィンカーポジション化の回路図があったので、バーストナー 
に合うよう少し改造して取付けました。（スイッチ　オフでノーマル車へ） 
製作、取付けは自己責任でお願いします。 

運転席側ｳｨﾝｶｰ点灯時

助手席側ｳｨﾝｶｰ点灯時
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ﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾗﾝﾌﾟ点灯時

昼間（通常走行時）

配線＆動作説明
１、ｽﾓｰﾙの電源にはSWを付けてﾊﾞｯﾃﾘｰからの入力をｺﾝﾄﾛｰﾙ（ON/OFF）

SWｵﾝでﾎﾟｼﾞｼｮﾝ化・ｵﾌでﾉｰﾏﾙ、ﾊﾞｯﾃﾘｰからの接続には必ずﾋｭｰｽﾞを入れて下さい。
２、ﾊﾞｯﾃﾘｰからの14.5Vは、三端子（LM350）による電圧可変回路（2V～11V）を

経てﾘﾚｰへ（ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ時の推奨電圧は7V～8V）
３、運転席側ｳｨﾝｶｰは、ﾋｭｰｽﾞが入っているｶﾊﾞｰを外し「ﾋﾟﾝｸ/緑」線を切断しﾘﾚｰへ
４、助手席側ｳｨﾝｶｰは、運転席側ﾀｲﾔﾊｳｽｶﾊﾞｰを外し「ﾋﾟﾝｸ/紫」線を切断しﾘﾚｰへ
５、ｽﾓｰﾙﾗﾝﾌﾟ点灯時は、ﾄﾞｱﾐﾗｰｳｨﾝｶｰﾗﾝﾌﾟはﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾗｲﾄのように約半分の明るさで

点灯します。（電圧がﾎﾞﾘｭｰﾑでｺﾝﾄﾛｰﾙ出来る）
６、ｳｨﾝｶｰ作動時は、ﾘﾚｰのｽｲｯﾁが入りﾎﾟｼﾞｼｮﾝ回路が切断されて反対側のﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾗﾝﾌﾟは

消灯します。ｳｨﾝｶｰは、元の明るさで点灯します。
７、ｳｨﾝｶｰの点滅信号をｺﾝﾃﾞﾝｻで一定時間保持しています。もし、ｳｨﾝｶｰ作動時に

ﾎﾟｼﾞｼｮﾝ回路が完全にｷｬﾝｾﾙされない場合は、1000μFを倍にして見て下さい。
注：手持ちの材料を使用しました、三端子はかなりの発熱があります。
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運転席側ｳｨﾝｶｰ取出しは、ﾋｭｰｽﾞがある 助手席側ｳｨﾝｶｰ取出しは、運転席側
ｶﾊﾞｰ外す ﾀｲﾔﾊｳｽｶﾊﾞｰを外す

ｶﾊﾞｰを外すとﾋｭｰｽﾞ下のｺﾈｸﾀｰに ｶﾊﾞｰを外すと「ﾋﾟﾝｸ/紫」の線が
「ﾋﾟﾝｸ/緑」の線があるので切断しﾘﾚｰへ あるので切断しﾘﾚｰへ

切替用ﾘﾚｰとﾀﾞｲｵｰﾄﾞ・ｺﾝﾃﾞﾝｻ・抵抗 ｽﾓｰﾙ電源はﾘﾚｰBOX内のｻｲﾄﾞﾏｰｶｰより



ｽﾓｰﾙ点灯時  左側ｳｨﾝｶｰ点灯時（右側ｽﾓｰﾙ消灯） 

ﾊｻﾞｰﾄﾞ点灯時  右側ｳｨﾝｶｰ点灯時（左側ｽﾓｰﾙ消灯） 


